ギロチンは彼の夢の中の妄想だった 

. ので ある。しかし死刑囚42香は、すぐ 
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につけている、といえるのである。 

淹田の描線の相は、どちらかといえ 
ば近代的な人間、とくに支配者や上層 
の被支配者の形象化にはむいていない 
ようだ。いわば下層の大衆むきである。 
たとえば横山泰三や小島功の描線と対 
比してみれば、その点もいっそう明ら 
かだろう。泰三や功のすばやく走る銳 
い描線は、近代的な圧倒的に多数の大 
衆の、無個性的に標準型化し、それな 
りに洗練されたバタ—ンを写し出そう 
とする。だが滝田のどこか鈍重で、も 
たもたした描線は、そのようなもので 
はない。しかしわれわれ自身まぎれも 
なく、泰三や功が描くような大衆の一 
員でありながら、なおそうであること 
のために強いられて、あるいはついあ 
わてて忘れてきてしまつたような、あ 
る不透明であいまいな生ま身の情感を 
滝田の頼^)な気で有機的な描線はすく 

いとつてはいないか。 

滝田の描く人物像もまた、不特定多 
数の大衆なのであり、しかもつねに善 
良で実直な、その弱小部分の分身なの 
である。たとえば滝田がその描線で警 
官ややくざを描いてみせても、ぼくら 
はその威圧づらのすぐ裏に、屬台のお 
つさんやすし屋のあんちやんが持って 
いるであろうような、単純で人情もろ 
く、多少ずるくて義理鹽い、そんな人 


格をついすかして見てしまうのであり' 
およそ決定的な対立感をそがれてしま 
う。登場者たちはついに生活上の支配 
者ないし勝者の相貌を持つことはない。 

大衆はしばしば持ち前の善意と、身 
につけた保守性によって、支配者が巧 
妙に案出した秩序や道徳の見えない糸 
に_らを呪縛する。そして直接生産者 
であることの発意や創造性を自己撞着 
的にかかえこみながら、生存の無名性 
に埋没していく。滝田の描線の相のた 
しかな不安定さや、意識的な緩慢さ、 
細心の大胆さは、大衆のそのような矛 
盾した生活的欲望と悲願とを柚出する 
に適しているように思える。ぼくらは 
彼の描線に、どこかなつかしさと安ら 
ぎを覚えるのではないだろうか。それ 
がまた一種の油性の調和力として、画 
像の動感をユーモアにつないでいるは 
ずなのである。彼の画像がどこかユ— 
モラ X なのは、その表情や動作の多様 
さ以前に、彼の描線が、近代的な大衆 
の巧利的、機能的、即物的な合理感を、 
反作用的に非実用的、非打算的、情緒 
的な不合理感でつきかえす弾性を獲得 
しているからだと思う。 


憤りには羡望を 


さて描線についてややくわしく述べ 


すぎた よう だが、ここても う 一度-し 
ずく」 に返って、滝田のユトモアを、 
その劇展開に追ってみよう。 

まちがいなくいえることは、喜と怒、 
哀と楽のあざやかなヵット運びである。 
々ットとヵットをつなぐいわゆる繫辞 
■の論理は、美学者中井正一が映画の場 
合にそくして早く指摘したように、受 
け手である大衆の欲望や期待と対応し、 
そのことが受け手の批評的参加を導き 
こむ。滝田の場合、「しずく」の教戒 
師と死刑囚とのやりとりでもわかるよ 
うに、カツトとカットとを対立的ある 
いは飛躍的につなぐ配慮が心にくいほ 


どなのである。喜びに哀しみをつなぐ 
のではなく怒りをおき、哀しみには楽 
しさを、またたとえば楽しさには苦し 
さを ca なく悔しさを、憤りには羨望 
f - といったふうに、微妙に読者の心的 
反応を引きずって放さない。 

図式的な対立をはずしたこのような 
ヵット運びは、たしかに一歩誤れば平 
板な一本調子を結果しないとはかぎら 
ない。しかし滝田の場合には、心理の 
襞を内側から照らし出すような憤重さ 
でそれが進められているので、なめら 
かな動勢となって劇を立体化しうるめ 
である。それも彼が大衆の日常感(す 


一159— 








なわちコモン•センスの場)と、その 
すぐ背後の、反日常感(ずなわちコモ 
ン•ノンセンスの意味、価値領域)と 
に相わたる、柔軟な人情•の機微に通じ 
ているからであろうし、この二者の自 
律的なバランス回復力こそがユーモア 
の本体でもあった。 

たしかに滝田はユーモリストである 
がため！2、たと.えば井上洋介のような 
ナンセンスに一見近く、実はかなり遠 
い。ナンセンスは□常感と反日，常感と 
を一括して、これに一挙に対応しうる 
.非日常的な秩序、価値頒域なのであり、 
滝田はいまのところ大衆の日常的知覚 
を詳細に追跡しながら、ユーモアに固 
執している。むろんそれで悪いとか、 
事足りないというわけではない。この 
ことはまた後でふれよう。 

滝田のカット運びのうまさは、おそ 
らく彼が以前何度か試みていた、かな 
り長いサィレント•マンガによって身 
につけたものにちがいない。彼のサィ 
レント•マンガは、いまだ言葉の地乎 
から十分飛翔していたとは思えず、 J - 
くにサィレントにした積極的な理由 ^i 
見出せなかったが、やはりそこで彼は 
想念と意識とのダブル•イメージを何 
時しか修得したのだろう、とぼくは推 
察した 0 

そうであった。カットの運びに よる 


飛躍の弾性は、同時に滝田のストーリ 
I 展開を片一方で決定的に支えている 
時刻の転換や交錯、いいかえれば想念 
と意識の: ®/ g にも及んでいた。 

独房で寢ていた死刑囚42番が、雨 
漏りの一滴にギロチンの刃の血のした 
たりを妄想し、再び最初の独房の場に 
かえった時には、眼をむいて悶絶して 
いたというょうな進行は、滝田マンガ 
の背骨であった。 たとえば「しずく」 
の直後の「かわりみ」では、そのいっ 
そう複合された形式が見られた。中華 
そばを食べる体験と どじょうすくいを 
踊る行為とが ポィント 返しになって、 
想念に現実がだぶり、時制が交錯され 
る。近作でも「三等陸尉凹山三助の憂 
鬱」がそう した 例の代表である。「三 
等陸尉……」について、いさ！かこの 
点を考えてみ^う。 


想念と意識の対立 


この作品では、一人住まいの下宿の 
窓からぼんやりと雨降りの外を見やつ 
ている現在からの、二重の追想として 
ストー リ ー が構成されている。ポ ィン 
卜 返しの契機は、 コチコチい ぅ時計の 
音であった。一つは、かわい子ちやん 
との逢引の、帰らなければならない時 
間を告げる置時計の音であり、もう一 


.つは、職務で不発弾を掘り起こしてい 
た時の、時限爆弾を想起さす緊張の表 
現としての腕時計の音である。置時計 
と腕時計との音の類同が、かわい子ち 
ゃんへの情愛と不発弾へ，の恐怖とをダ 
ブル•ィメージにしながら、一人寝の 
現在に回復されるわけだから、いって 
みれば置時計の音は過去完了形として、 
腕時計の方は現在完了形として、それ 
ぞれ二つの時間をわたつていることに 
な-る。問題はその had - been と have 
」 been との連動である。すなわちこの 
二時制と、現在 be 2の、三重点の構 
造化にほかならない。 

「三等陸尉……」では、置時計から 
腕時計への過去完了が進行的に、つぎ 
にその腕時計から置時計への現在完了 
が逆行的に、そしてまたその置時計か 
ら腕時計に回帰される進行の形で、現 
在が呼び もどされていた。 この手順は 
なるほど巧妙で無難である。しかし第 
一の置時計から腕時計へわたるかわい 
子ちゃんへの情愛が、第二の腕時計か 
ら置時計をポィントとする不発弾への 
恐怖にだぶりながら、この二者を現在 
の憂鬱感にたかぶらせる部分は、一向 
に立体化して来ず' むしろ.平板な短絡 
でしかない。いいかえれば情愛と恐怖 
の混淆(想念)と、憂鬱(現在)との 
間の、拮抗の緊張が乏しいのである。 


ここは単純なすりかわりであってはま 
ずい。むしろ「しずく」の場合で見ら 
れたような、現在意識を潜航する手続 
きとして、想念が とらえ 返されていな 
ければならなかったと 思う。「しずく」 

では、第一カットと最終カットとの間 
で、現在は想念を媒介として進行して 
いた。 想念は、意識を かいくぐりなが 
ら意識の変革にかかわろうとし、それ 
がドラマを構造化した。だが「三等陸 

尉 . 」では、たとえば第ーカットの 

そのまた前に現在意識を描出する カッ 
卜をおくと すれば、 おそらく 最終 カッ 
卜とほとんど変化のないものになった 
ことだろう。すなわち意識の現在と想 0 - 
念の現在との間の対立と飛躍が欠けて- 16 
いるのであり、ただ過去への想念が、 
現在の意識に並置されていたにすぎな 
かったのではないか。 

このような短絡は昨年後半の滝田の 
作品でときどき見られたものであり、 
したがってその頃の彼の作品は、時制 
の転換や交錯なども、技巧的にしか結 
実しないでいた。とくに人情の機微を 
大衆の日本的な特質にあてて摘出する 
場合には、意識と想念の並列的な短絡， 

は、 もつとも 一面的な ものとしてあら 
われ、印象をうすいものにする。 

南博が『日本人の心理』で例証した 
ような、日本的大衆の、「長いものに 
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は巻かれよ」 とか 「障らぬ神にたたり 
なし」とか、 あるいは「身のほどを知 
れ」 「上を見るな、下を見よ」といつ 
た幸福観や自己保全、そして一対一で 
の対等の個的な人間関係を見失う義理 
人情の非合理性にしても、さらには自 
然観照的な悟得に逃避しようとする精 
神主義にしても、 これらを 一面的に見 
るかぎりでは、ひたすら自閉的な自我 
の定立過程としか写らないだろう。そ 
のような非合理性や自己否定の論理を 
近代的市民の合理感覚や_己肯定の論 
理につきつけることができてこそ、す 
なわち非合理性や自己否定の保守性、 


消極性を、攻撃の武器として進歩性、 
積極性に逆取りすることができる柔軟 
さこそが、モラリストの真骨頂なので 

もあつた。 


ナンセンスに接近 

大衆のアバズレ女的性格に処女性を 
感受できるはずの滝田は、先述したょ 
うな描出力からいって、大衆の深い欲 
望や悲願につきすぎもしたので、昨年 
の後半は総じて図式的な渋滞にふみこ 
ん-でいたらしい。結末がアンハツビ— 


なのは-1向にかまわないと思うの だが、 
そのアンハッビ—さが、底抜けのオプ 
テイミズムに—底抜けのォプテイ、、、 
ズムは、現実の生活の場では大抵空中 
分解せざるをえないわけ だから、 アン 
ハッピーは当然だとしても——よって 
大衆の自己矛盾したヴァイタリ—と対 
応しえない時、スト—リーは平板に、 
ぼくらの読後感はただ出口のなさに追 
いこまれるばかりなのである。こうな 
っては、，滝田の描線は くどく、 時制办 
交錯や転換は小うるさく感じられるだ 
けだろう。 

だが、 おそらく 本誌六八年一月号の 
「浪曲師ベトナムに死す」あたりから、 
滝田は彼本来の自在さを取りもどしつ 
つある。。ハチンコの玉とベトナム戦で 
の米軍の兇器ボール爆弾との出会いは、 
浪曲師の戦死をてこにして一歩ユ—モ 
アをすら脱しつつあるかに見えた。こ 
こでは想念が、よりナンセンスに接近 
している。 

ぼくの考えでなら、今日のぼくらに 
より切実なセンスは、 おそらく ナンセ 
ンスなのである。滝田は言葉に よる ジ 
ョー クに よっ てよりはむしろ、無限の 
自电に解放される想念のギャグによつ 
て、現在意識を一気にナンセンスに投 
射してしまうことができる はず だと思 
う。 彼の作品のタイトル頁は、 カ ーツ 


丨ンとはいえない が、いわばひとつの 
シーク H ンス としての説得力をもち、 
ここではナンセンスが生かされている。 
ぼくはこれもまた滝田が銳敏な'音へ 
の反射神経を手がかりにして、この狂 
騒に満ちたぼくらの文明観を、一度す 
つかり破産させてはくれまいか、とひ 
そかに期待している。 


〈注〉「ガロ」掲載分の 

淹田ゆぅ作品リスト 

▽「あしがる」 昭 42 年 4 月号 
▽「しずく」 同5月号 
▽「かわりみ」 同6月号 
▽「赤飯(こわめし)」同7月号 

▽「ふえあぶれい」同8月号 
▽「風法師」同9月号 

▽「ぅわさの系譜」同10月号 
▽「昼下りの妄想」「くちおしい」「皿右 
衛門失嫁」同11月号 
▽「死に急ぎの記録」同12月号 
▽「浪曲師ベトナムに死す」「長い道」 
昭 43 年一月号 

▽「三等陸尉凹山三助の憂鬱」同2月号 

▽「おこつ 狂騒曲|同3月号 
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